
式による説明－④式の計算ＮＯ１４Ｂ

２けたの自然数と，その数の一の位の数字と十の位の数字を入れかえた数の差は，

どんな数になるか。

(例) ９２－２９＝６３（？） ８３－３８＝４５（？）

説明の解説

2けたの自然数を １０ｘ＋ｙ

（１０ｘ＋ｙ）－（１０ｙ＋ｘ）

＝ １０ｘ＋ｙ－１０ｙ－ｘ

＝ ９ｘ－９ｙ

＝ ９( ｘ－ｙ )

(ｘ－ｙ)は整数だから，９(ｘ－ｙ)は９の
倍数である。

よって，２けたの自然数と，その数の一の位

の数字と十の位の数字を入れかえた数の

差は，９の倍数である。

整数整数

９×整数＝９の倍数

整数

覚える説明

２つの数の差の式

( )をはずした式

同類項をまとめた式

９×整数

２けたの自然数で，十の位の数字がｘ，一の位の数字がｙの数

２けたの自然数の一の位の数字と，十の位の数字を入れかえた数

十の位の数字 一の位の数字

１０ｙ＋ｘ

１０ｘ＋ｙ

一の位の数字と十の位の数字を入れかえた数を

１０ｙ＋ｘ

と表し，したがって，それらの差は

ｘやｙは十の位や一の位になる数字なので

ｘとｙは当然「整数」である！

重要事項

７５－５７＝１８（？）

2けたの自然数を １０ｘ＋ｙ

（１０ｘ＋ｙ）－（１０ｙ＋ｘ）

＝ １０ｘ＋ｙ－１０ｙ－ｘ

＝ ９ｘ－９ｙ

＝ ９( ｘ－ｙ )

(ｘ－ｙ)は整数だから，９(ｘ－ｙ)は９の
倍数である。

よって，２けたの自然数と，その数の一の位

の数字と十の位の数字を入れかえた数の

差は，９の倍数である。

一の位の数字と十の位の数字を入れかえた数を

１０ｙ＋ｘ

と表し，したがって，それらの差は


